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い
が
、
高
齢
者
人
口
４
万
５
７
５
７

人
（
人
口
比
31
・
２
％
）、
生
産
年

齢
人
口
８
万
４
８
０
７
人
（
人
口
比

57
・
９
％
）
と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

今
後
の
人
口
減
少
か
ら
、「
合

併
」
と
い
う
選
択
肢
を
考
え
な
か
っ

た
か
。
将
来
人
口
の
下
降
修
正
に
よ

る
施
策
の
継
続
性
は
。
ま
た
、
土
地

利
用
転
換
構
想
を
一
つ
の
項
目
と
し

た
理
由
は
。

Ａ　

近
隣
市
と
施
策
連
携
は
図
っ
て

い
き
た
い
。
施
策
は
今
ま
で
同
様
に

展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、
土
地
利
用

転
換
構
想
に
つ
い
て
は
明
確
化
す
る

た
め
一
つ
の
項
目
と
し
た
。

Ｑ　

目
標
人
口
や
人
口
社
会
増
に
対

す
る
市
長
の
考
え
は
。

Ａ　

現
在
の
人
口
を
下
回
ら
な
い
よ

う
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
狭
山
市
駅
西
口
地
区
整
備
事

業
、
土
地
利
用
構
想
の
見
直
し
等
に

全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

◆
第
３
次
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想

の
一
部
改
定

Ｑ　

改
定
前
の
基
本
理
念
に
は
「
20

万
都
市
を
目
指
す
」
と
明
記
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
目
標
人
口
を
削
除
し

た
理
由
は
。

Ａ　

将
来
人
口
は
平
成
27
年
度
、
15

万
４
０
０
０
人
と
明
記
し
た
と
こ
ろ

だ
が
、
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
、
目
標
人
口
は
掲
げ
な
い
こ
と
と

し
た
。
今
後
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ　

２
０
２
２
年
度
の
推
計
人
口
に

お
け
る
流
出
人
口
、
高
齢
者
人
口
、

生
産
年
齢
人
口
は
。

Ａ　

流
出
人
口
は
と
ら
え
て
い
な

　

反
対
討
論　

内
笹
井　

務　

議
員

　

修
正
案
へ
の
賛
成
討
論　

　
　
　
　
　
　

吉
池　

美
耶
子
議
員

◆
市
長
�
助
役
�
収
入
役
及
び
教
育

長
の
期
末
手
当
額
の
特
例
条
例

Ｑ　

助
役
選
任
の
考
え
は
。
条
例
の

施
行
期
間
を
市
長
任
期
と
関
係
な
く

５
年
間
と
し
た
理
由
は
。

Ａ　

助
役
は
し
か
る
べ
き
時
期
に
選

任
し
た
い
。
こ
の
条
例
は
政
策
で
あ

り
、
任
期
と
は
関
係
な
い
も
の
と
考

え
る
。

　

反
対
討
論　

内
笹
井　

務　

議
員

◆
国
民
保
護
協
議
会
条
例

Ｑ　

武
力
攻
撃
事
態
等
の
内
容
は
。

協
議
会
委
員
の
中
に
自
衛
隊
員
を
入

れ
る
予
定
は
。

Ａ　

内
容
は
ミ
サ
イ
ル
、
特
殊
部
隊

等
に
よ
る
攻
撃
を
想
定
し
て
い
る
。

委
員
は
自
衛
隊
員
も
含
み
、
35
人
以

内
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

協
議
会
の
審
議
内
容
、
開
催
予

定
、
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

Ａ　

審
議
内
容
は
国
民
保
護
計
画
作

成
に
関
す
る
も
の
な
ど
で
あ
り
、
平

成
18
年
５
月
頃
に
は
開
催
し
た
い
。

ま
た
、
計
画
の
周
知
は
広
報
紙
等
で

図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

国
民
保
護
計
画
発
表
に
伴
う
、

市
民
の
不
安
に
対
す
る
対
策
は
。

Ａ　

計
画
内
容
は
市
民
を
安
全
に

避
難
さ
せ
る
た
め
の
計
画
が
主
で
あ

り
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
い
か
に

守
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
周
知

し
て
い
く
。

Ｑ　

市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め

の
協
議
会
委
員
の
選
定
方
法
は
。

Ａ　

自
治
会
連
合
会
等
役
員
の
方
に

も
入
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　

反
対
討
論　

猪
股　

嘉
直　

議
員

◆
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対

処
事
態
対
策
本
部
条
例

Ｑ　

２
つ
の
本
部
の
事
態
対
象
の
具

体
的
な
違
い
と
、
本
部
設
置
ま
で
の

経
過
は
。

Ａ　

武
力
攻
撃
事
態
の
場
合
は
国
民

保
護
対
策
本
部
が
、
大
規
模
テ
ロ
の

場
合
は
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
る
。
設
置
経
過
は
内
閣
総

理
大
臣
の
本
部
設
置
後
、
県
知
事
か

ら
の
指
示
で
市
は
設
置
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

反
対
討
論

　
　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子
議
員

◆
福
祉
作
業
所
条
例
の
廃
止

Ｑ　

作
業
所
廃
止
後
の
障
害
者
の
受

け
入
れ
先
と
財
政
的
な
影
響
額
は
。

Ａ　

新
設
の
知
的
障
害
者
通
所
更
生

施
設
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
財
政
的
に

は
約
２
９
３
０
万
円
の
削
減
に
な
る
。

◆
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
の

一
部
改
正

440 

430 

420 

410 

400 

390 

380

9

387

401

408

410

412

414
404

439

403

429

10 11 12 13 14 15 16 17 18
年度

億円

　

今
期
定
例
会
で
は
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
（
総
額

４
２
９
億
８
０
０
０
万
円
）
を
含
む
市
長
提
出
議
案
37
件
の
ほ
か
、

議
員
提
出
議
案
１
件
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
す
べ
て
を
可

決
（
う
ち
修
正
可
決
１
件
）
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
（
５
人
）
と
一
般

質
問
（
14
人
）
を
行
い
ま
し
た
。

３

月

定

例

会

主
な
議
案
審
議︵
本
会
議
︶

当初予算額の推移

18
年
度
予
算
を
可
決

 
４
２
９
億
円　

前
年
度
比
６
・
５
％
増

18
年
度
予
算
を
可
決

 
４
２
９
億
円　

前
年
度
比
６
・
５
％
増

修
正
可
決̶

̶

将
来
人
口
に
関
す

る
記
述
「
平
成
27
年
度
の
将
来
人

口
を
お
お
む
ね
１
５
４
０
０
０
人

と
想
定
」
の
「
想
定
」
を
「
推
計
」

に
修
正
し
可
決
。

（ 2 ）
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Ｑ　

退
職
金
算
出
方
法
を
市
独
自
の

も
の
に
で
き
な
い
か
。

Ａ　

退
職
金
の
額
は
退
職
手
当
組
合

の
議
決
に
基
づ
き
決
ま
る
も
の
で
あ

る
。

Ｑ　

共
済
組
合
保
健
事
業
の
内
容
に

意
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

市
長
会
等
通
じ
、
市
民
か
ら
理

解
を
得
ら
れ
る
制
度
に
な
る
よ
う
提

言
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

市
民
会
館
の
冷
暖
房
設
備
老
朽

化
に
伴
い
、
万
一
故
障
し
た
場
合
に

要
す
る
修
理
期
間
は
。
故
障
で
利
用

興
業
会
社
か
ら
訴
え
ら
れ
た
場
合
は

保
険
の
対
象
に
な
る
の
か
。

Ａ　

修
理
に
は
約
６
カ
月
間
を
要
す

る
が
、
老
朽
化
に
伴
う
事
故
は
保
険

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
今
後
、
維

持
管
理
に
万
全
を
期
し
な
が
ら
、
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

同
和
対
策
事
業
の
今
後
は
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
特
別
整
備
事
業
費

補
助
金
の
予
算
額
は
自
治
会
要
望
を

反
映
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

同
和
対
策
事
業
に
は
差
別
が
あ

る
限
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
自
治
会
連
合
会
幹
事
会
と
も
協

議
し
て
い
く
。

Ｑ　

団
体
補
助
金
に
対
す
る
考
え
方

は
。
消
費
者
相
談
の
平
成
17
年
度
実

績
と
相
談
員
の
体
制
は
。

Ａ　

団
体
育
成
面
で
の
補
助
金
は
、

そ
の
効
果
に
応
じ
削
減
し
て
い
き
た

歳　

出

総　

務

Ｑ　

今
後
の
退
職
金
負
担
額
の
見
通

し
は
。
平
成
18
年
度
職
員
採
用
予
定

と
自
治
協
力
員
報
酬
見
直
し
は
。

Ａ　

退
職
金
負
担
額
は
ピ
ー
ク
時
に

は
15
億
円
近
い
額
に
な
る
と
予
想
し

て
い
る
。
採
用
職
員
は
15
人
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
協
力
員
報

酬
は
審
議
会
委
員
報
酬
等
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

職
員
一
人
当
た
り
の
退
職
金
支

給
額
は
。

Ａ　
（
左
表
の
と
お
り
）

い
。
消
費
者
相
談
は
平
成
17
年
４
月

か
ら
18
年
１
月
ま
で
に
１
６
７
２
件

あ
っ
た
が
、
相
談
員
体
制
に
は
万
全

を
期
し
て
い
る
。

福　

祉

Ｑ　

福
祉
公
社
、
乳
幼
児
情
報
セ
ン

タ
ー
が
入
る
住
民
参
加
型
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
概
要
と
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
総
合
支
援
事
業
補

助
金
の
減
額
理
由
は
。
ま
た
、
障
害

程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
概
要
は
。

Ａ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
富
士
見
一

丁
目
地
内
に
平
屋
建
て
約
３
０
０
㎡

（
現
在
の
入
居
ビ
ル
約
３
２
０
㎡
・

写
真
）
を
建
設
予
定
で
あ
る
。
総
合

支
援
事
業
補
助
金
は
利
用
実
績
か
ら

減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
認

定
審
査
会
は
障
害
程
度
区
分
の
審
査

を
行
う
も
の
で
、
委
員
数
５
人
、
月

２
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

障
害
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
の

概
要
は
。
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
向

け
の
事
業
実
施
予
定
は
。

Ａ　

計
画
策
定
委
員
会
は
委
員
数
10

人
を
予
定
し
、
そ
の
内
容
は
国
の
指

針
を
基
に
対
応
し
て
い
く
。
ひ
と
り

Ｑ　

地
方
譲
与
税
に
お
け
る
三
位
一

体
改
革
の
影
響
額
は
。
ま
た
、
基
地

交
付
金
の
対
象
資
産
と
基
地
周
辺
４

カ
所
の
評
価
額
で
試
算
し
た
そ
れ
ぞ

れ
の
固
定
資
産
税
相
当
額
は
。

Ａ　

地
方
譲
与
税
は
、
平
成
16
年
度

か
ら
18
年
度
で
一
般
財
源
化
さ
れ
た

補
助
金
約
６
億
４
５
０
０
万
円
に
対

し
、
約
９
億
５
６
０
０
万
円
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
基
地
交
付
金
約
５

億
４
６
１
８
万
円
の
見
込
み
に
対
し

て
、
基
地
交
付
金
対
象
資
産
で
は
約

22
億
３
０
３
７
万
円
、
基
地
周
辺
４

カ
所
で
は
約
20
億
８
４
７
１
万
円
の

試
算
額
に
な
る
。

Ｑ　

駐
車
場
使
用
料
収
入
で
見
込
む

駐
車
台
数
は
。
こ
ど
も
動
物
園
入
園

料
収
入
の
確
保
策
は
。
ま
た
、
耐
震

偽
造
事
件
に
係
る
市
内
調
査
結
果
と

当
市
の
建
築
確
認
体
制
は
。

Ａ　

駐
車
台
数
は
教
育
委
員
会
所
管

施
設
を
含
み
約
４
８
８
台
分
を
見
込

ん
で
い
る
。
こ
ど
も
動
物
園
は
指
定

管
理
者
制
度
導
入
で
活
発
に
運
営
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
耐
震

偽
造
事
件
の
関
係
で
は
市
内
建
物
に

問
題
は
な
い
が
、
建
築
確
認
体
制
は

一
層
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

財
産
売
払
収
入
の
見
通
し
は
。

Ａ　

不
要
な
道
水
路
敷
地
約

１
９
０
０
㎡
の
処
分
を
予
定
し
て
い

る
。

Ｑ　

基
金
繰
り
入
れ
後
の
額
は
。

Ａ　
（
右
下
表
の
と
お
り
）

Ｑ　

改
正
で
医
療
費
が
受
給
で
き
な

く
な
る
こ
と
は
。

Ａ　

受
給
で
き
る
よ
う
対
応
す
る
。

◆
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

保
育
所
児
童
入
所
委
託
料
が
減

額
さ
れ
て
い
る
が
、
待
機
児
童
解
消

に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

待
機
児
童
の
中
に
は
、
特
定
の

保
育
所
を
希
望
す
る
た
め
に
入
所
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
、
減
額
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

◆
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算

歳　

入

Ｑ　

個
人
市
民
税
の
定
率
減
税
縮
減
、

老
齢
者
控
除
廃
止
に
よ
る
影
響
は
。

Ａ　

定
率
減
税
縮
減
で
４
億
２
７
６

０
万
円
、
老
齢
者
控
除
廃
止
で
１
億

２
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い

る
。

個人市民税額

給与 300 万円

夫婦・子供 2人

46,200 円

（前年度比 ＋ 3,500 円）

年金 250 万円

夫婦のみ

20,700 円

（前年度比 ＋ 17,700 円）

基 金 合 計 額　　約 32億 2000 万円

　（主な基金）　

財 政 調 整 基 金　　約   6 億 7900 万円

都市基盤整備基金　　約 14億 4100 万円

み ど り の 基 金　　約   5 億 5900 万円

（勤続 35年以上）　　　

部長職　　約 3070 万円

課長職　　約 2950 万円

技能職　　約 2510 万円

個人市民税額（平成 18年度）

（ 3 ）
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暮
ら
し
高
齢
者
向
け
の
事
業
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
支
え
合
い

事
業
に
よ
っ
て
も
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
場
所
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
委
託
料
と
し
て
予
算
計

上
し
た
施
設
数
は
。
ま
た
、
介
護
保

険
地
域
支
援
事
業
の
内
容
と
利
用
料

は
。

Ａ　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
平
成
18

年
度
に
お
い
て
は
高
齢
介
護
課
に
設

置
し
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
６
施

設
で
あ
る
。
地
域
支
援
事
業
と
し
て

は
介
護
予
防
事
業
等
を
予
定
し
て
お

り
、
通
所
型
介
護
予
防
事
業
は
１
回

当
た
り
１
７
０
円
、
訪
問
型
介
護
予

防
事
業
は
１
回
当
た
り
３
０
０
円
を

予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

身
体
障
害
者
福
祉
会
、
狭
山
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
へ
の
補
助
金
が
廃

止
さ
れ
た
経
緯
は
。

Ａ　

団
体
と
の
合
意
の
中
で
廃
止
し

た
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
の

利
用
見
込
者
数
は
。
現
在
の
市
内
母

子
家
庭
世
帯
数
と
、
う
ち
生
活
保
護

受
給
世
帯
数
は
。

Ａ　

利
用
見
込
者
数
は
３
人
で
あ

る
。
母
子
家
庭
世
帯
は
９
８
６
世
帯

と
把
握
し
て
お
り
、
う
ち
生
活
保
護

受
給
世
帯
は
１
１
０
世
帯
で
あ
る
。

Ｑ　

教
育
訓
練
給
付
金
へ
の
今
後
の

取
り
組
み
と
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓

練
促
進
制
度
導
入
へ
の
考
え
は
。

Ａ　

給
付
金
に
つ
い
て
は
今
後
の
利

用
状
況
に
よ
っ
て
予
算
額
補
正
も
考

え
た
い
。
高
等
技
能
訓
練
に
つ
い
て

は
需
要
に
応
じ
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

保
育
所
定
員
増
加
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

Ａ　

待
機
児
童
解
消
は
保
護
者
の
願

い
と
認
識
し
て
お
り
、
保
育
所
定
員

増
加
に
向
け
、
当
面
、
定
員
の
弾
力

化
等
で
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　

狭
山
保
健
所
が
分
室
に
な
る
こ

と
で
の
職
員
体
制
と
、
そ
れ
に
対
す

る
市
民
不
安
へ
の
対
応
は
。

Ａ　

職
員
体
制
は
担
当
部
長
、
担
当

課
長
、
一
般
職
員
２
人
の
４
人
に
な

る
と
聞
い
て
い
る
。
分
室
に
な
っ
て

も
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
に

つ
い
て
は
実
施
を
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　

狭
山
准
看
護
学
校
に
つ
い
て
、

卒
業
生
の
市
内
就
職
者
数
と
狭
山
市

駅
西
口
地
区
整
備
事
業
の
影
響
は
。

Ａ　

平
成
17
年
度
卒
業
生
で
は
就
職

者
数
22
人
の
う
ち
市
内
就
職
者
数
は

21
人
と
な
っ
て
い
る
。
西
口
地
区
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

環　

境

Ｑ　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
分
別
収
集

等
委
託
が
１
社
随
意
契
約
に
な
っ
て

い
る
が
。

Ａ　

委
託
業
務
を
遂
行
で
き
る
業

者
が
市
内
１
社
し
か
な
い
た
め
で
あ

る
。

商
工
・
労
働

Ｑ　

就
労
支
援
サ
イ
ト
の
内
容
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
違
い
は
。
勤
労
者

住
宅
資
金
貸
付
金
の
平
成
17
年
度
利

用
件
数
と
利
用
が
少
な
い
理
由
は
。

ま
た
、
緊
急
失
業
対
策
資
金
貸
付
金

の
利
用
件
数
は
。

Ａ　

支
援
サ
イ
ト
は
ア
ル
バ
イ
ト

も
含
む
求
人
情
報
を
提
供
す
る
も
の

で
あ
る
。
住
宅
資
金
貸
付
金
の
利
用

件
数
は
１
件
で
、
少
な
い
理
由
と
し

て
は
金
融
機
関
と
の
金
利
差
が
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

緊
急
失
業
対
策
資
金
貸
付
金
の
利
用

件
数
も
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

建　

設

Ｑ　

智
光
山
公
園
の
花
菖
蒲
園
管
理

委
託
料
の
増
額
理
由
は
。

Ａ　

菖
蒲
園
と
し
て
新
た
に
整
備
し

た
部
分
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
額
が
少
な

い
理
由
は
。
柏
原
新
狭
山
線
、
新
狭

山
駅
南
口
線
の
今
後
の
工
事
計
画
は
。

Ａ　

繰
出
金
は
歳
入
欠
陥
に
な
ら
な

い
確
実
な
範
囲
で
見
込
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
柏
原
新
狭
山
線
、
新
狭
山
駅

南
口
線
に
つ
い
て
は
、
狭
山
市
駅
西

口
地
区
の
整
備
状
況
等
か
ら
今
後
検

討
し
て
い
く
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
東
口
区
画
整
理
事
業

の
財
源
確
保
と
新
狭
山
駅
南
口
線
の

今
後
５
年
間
で
の
進
捗
見
込
み
は
。

Ａ　

東
口
区
画
整
理
事
業
費
に
つ
い

て
は
、
歳
入
確
保
に
伴
っ
て
検
討
す

る
。
新
狭
山
駅
南
口
線
は
地
権
者
の

動
向
等
を
踏
ま
え
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
西
口
地
区
再
開
発
事

業
に
係
る
負
担
金
内
訳
と
都
市
機
構

と
の
覚
書
取
り
交
わ
し
の
時
期
は
。

ま
た
、
地
権
者
の
合
意
形
成
は
事
業

認
可
前
に
必
要
で
は
。

Ａ　

負
担
金
内
訳
は
公
共
施
設
の
実

施
設
計
費
８
２
０
０
万
円
、
土
地
、

建
物
補
償
費
25
億
５
３
０
０
万
円
等

で
あ
る
。
覚
書
は
事
業
認
可
申
請
に

合
わ
せ
締
結
し
て
い
く
。
ま
た
、
権

利
者
の
合
意
形
成
に
向
け
て
は
最
大

限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

Ｑ　

入
曽
駅
周
辺
整
備
の
都
市
計
画

決
定
に
向
け
て
の
予
算
確
保
と
茶
農

協
用
地
の
取
得
は
。

Ａ　

予
算
は
推
移
の
中
で
決
め
て
い

く
。
茶
農
協
に
は
、
ま
ず
将
来
計
画

の
策
定
を
お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ　

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
の
着
工

時
期
が
先
に
な
る
こ
と
か
ら
、
事
務

所
を
一
度
撤
退
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

現
場
で
市
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。

消　

防

Ｑ　

女
性
の
消
防
職
員
と
消
防
団
員

の
人
数
は
。

Ａ　

消
防
隊
員
は
数
人
い
る
が
、
消

防
団
員
に
は
い
な
い
。

Ｑ　

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
見

込
ん
で
い
る
消
防
職
員
数
は
。

Ａ　

１
７
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細
動

器
）の
公
共
施
設
へ
の
設
置
計
画
は
。

Ａ　

計
画
は
な
い
が
、
設
置
促
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。

教　

育

Ｑ　

小
、
中
学
校
就
学
援
助
の
支
給

基
準
と
現
在
受
給
し
て
い
る
児
童
生

徒
数
は
。

Ａ　

支
給
基
準
を
生
活
保
護
費
支
給

基
準
の
１
・
５
倍
未
満
か
ら
１
・
３
倍

未
満
と
し
た
。
受
給
者
数
は
平
成
18

年
１
月
現
在
１
３
３
８
人
で
、
全
体

の
10
・
72
％
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

就
学
援
助
支
給
基
準
の
変
更
に

伴
っ
て
、
対
象
外
に
な
る
人
数
と
削

減
額
は
。

Ａ　

約
70
人
を
見
込
み
、
削
減
額
は

約
４
５
０
万
円
で
あ
る
。

Ｑ　

小
、
中
学
校
図
書
購
入
費
の

前
年
度
比
と
各
学
校
へ
の
予
算
配
分

は
。

Ａ　

図
書
購
入
費
は
前
年
度
と
ほ
と

ん
ど
変
っ
て
い
な
い
。
予
算
配
分
は

学
校
の
生
徒
数
や
図
書
充
足
率
に
配

慮
し
て
い
る
。

（ 4 ）
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委
員
会
名
簿

そ
の
ほ
か
の
主
な
議
案

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
（
２
件
）

　
（
栗
原
洋
一
氏
・
奥
冨
和
夫
氏
）

・
一
般
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

・
平
成
17
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予

算
（
６
件
）

・
平
成
18
年
度
各
特
別
会
計
予
算

（
４
件
）

・
狭
山
台
中
学
校
除
湿
温
度
保
持
工

事（
機
械
設
備
）請
負
契
約
の
締
結

・
市
道
路
線
の
認
定
（
２
件
）、
廃

止
（
３
件
）

　

反
対
討
論　

大
島　

政
教　

議
員

　
　
　
　
　
　

広
森
す
み
子　

議
員

　

賛
成
討
論　

尾
崎　

忠
也　

議
員

◆
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

Ｑ　

所
得
３
０
０
万
円
で
夫
婦
、
子

供
２
人
の
世
帯
で
、
固
定
資
産
税
額

５
万
円
の
場
合
の
試
算
額
は
。

Ａ　

医
療
分
は
27
万
６
５
０
０
円
で

２
万
６
０
０
円
の
増
額
、
介
護
分
は

４
万
５
３
０
０
円
で
７
３
０
０
円
の

増
額
に
な
る
。

◆
平
成
18
年
度
上
広
瀬
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
予
算

Ｑ　

計
画
当
初
見
込
ん
で
い
た
事
業

年
数
と
経
費
は

Ａ　

昭
和
63
年
か
ら
の
７
年
間
計
画

で
、
45
億
２
０
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
た
。

◆
平
成
18
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

Ｑ　

新
た
な
施
設
計
画
は
。

Ａ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１
６
９

床
、
老
人
保
健
施
設
１
０
０
床
の
整

備
計
画
等
が
あ
る
。

Ｑ　

施
設
整
備
で
の
財
政
的
負
担
は
。

Ａ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人

保
健
施
設
は
事
業
主
負
担
と
国
、
県

の
補
助
で
整
備
さ
れ
る
。

◆
財
産
︵
軽
費
老
人
ホ
�
ム
柏
苑
︶

の
無
償
譲
渡

Ｑ　

無
償
譲
渡
に
あ
た
っ
て
、
狭
山

福
祉
会
と
の
話
し
合
い
は
。

Ａ　

交
渉
し
て
き
て
い
る
。

Ｑ　

評
価
額
が
あ
る
施
設
を
無
償
譲

渡
す
る
理
由
は
。

Ａ　

入
所
者
か
ら
の
使
用
料
等
で

は
、
建
物
設
備
の
償
却
費
を
賄
う
こ

と
が
困
難
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

Ｑ　

譲
渡
契
約
書
の
中
に
、
今
後
の

施
設
修
繕
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
明

記
が
さ
れ
て
い
な
い
が
。

Ａ　

軽
易
な
修
繕
に
は
狭
山
福
祉
会

が
対
応
し
、
大
規
模
修
繕
の
場
合
は

協
議
の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

反
対
討
論　

大
沢
え
み
子　

議
員

　

賛
成
討
論　

磯
野　

和
夫　

議
員

◆
助
役
の
選
任
（
濵
野
良
一
氏
）

Ｑ　

任
期
は
。

Ａ　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
の
４

年
間
で
あ
る
。

議
員
提
出
議
案

◆
狭
山
市
駅
西
口
地
区
整
備
の
意
見

書
・
署
名
簿
に
係
わ
る
調
査
特
別
委

員
会
設
置
に
関
す
る
決
議
（
別
掲
）

　
　

提
出
議
員　

斉　

藤　

壮　

伍

Ｑ　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
署
名
人

数
は
。
ま
た
、
調
査
特
別
委
員
会
で

解
明
さ
れ
る
内
容
は
。

Ａ　

市
に
提
出
さ
れ
た
当
初
の
意
見

書
は
署
名
人
数
を
権
利
者
71
人
と
し

て
い
た
が
、
署
名
簿
が
添
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
後
日
、
署
名
人
数
５

人
と
し
て
再
提
出
さ
れ
た
が
、
議
長

あ
て
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
当
初

の
ま
ま
訂
正
さ
れ
て
お
ら
ず
、
調
査

で
権
利
者
は
21
人
に
す
ぎ
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。

Ｑ　

通
常
、
陳
情
書
等
が
提
出
さ
れ

た
場
合
、
議
会
運
営
委
員
会
が
取
り

扱
い
を
協
議
す
る
が
、
そ
れ
が
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
議
会
の
正

式
文
書
で
は
な
い
の
で
は
。

Ａ　

陳
情
書
、
請
願
書
で
は
な
く
、

意
見
書
と
し
て
議
長
が
正
式
に
受
け

取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

請　
　
　

願

◆
狭
山
市
駅
西
口
地
区
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
の
早
期
実
現
に
つ
い

て
の
請
願

　

請
願
者　

狭
山
市
駅
西
口
再
開
発

　
　

事
業
を
推
進
す
る
会

　
　

会
長　

水
村
清
司
ほ
か
419
名

　

狭
山
市
駅
西
口
地
区
整
備
の
意
見
書
・
署
名
簿
に

　

係
わ
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

１　

審
査
事
項

　

本
議
会
は
、
狭
山
市
駅
西
口
地
区
整
備
の
意
見
書
・
署
名
簿
提

出
に
係
わ
る
議
員
の
関
与
に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

特
別
委
員
会
の
設
置

　

本
審
査
は
、
地
方
自
治
法
第
110
条
等
の
規
定
に
よ
り
、
委
員 

７
名
か
ら
な
る
狭
山
市
駅
西
口
地
区
整
備
の
意
見
書
・
署
名
簿
に

係
わ
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
こ
れ
に
付
託
す
る
も
の

と
す
る
。

３　

審
査
の
期
限

　

上
記
の
特
別
委
員
会
は
、
１
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会

が
そ
の
調
査
終
了
を
議
決
す
る
ま
で
、
閉
会
中
も
な
お
活
動
で
き

る
も
の
と
す
る
。

委

員

長　

田　

村　

秀　

二

副
委
員
長　

斉　

藤　

壮　

伍

小
谷
野　
　

剛　

伊　

藤　
　

彰　

中　

川　
　

浩　

広　

森　

す
み
子

武　

藤　

喜　

八

（ 5 ）


